
南
そ
ン
ド
の
社
会
発
展
に
関
し
て
一
つ
の
仮
説
を

呈
示
す
る
。
そ
れ
は
、
チ
ョ
ー
ラ
朝
時
代
ま
で
を

「
国
家
的
奴
隷
制
」
の
時
代
、
そ
れ
以
後
の
封
建

制
へ
の
移
行
期
を
経
て
、
十
六
世
紀
以
降
を
「
国

家
曲
封
建
制
」
の
時
代
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
に
は
、
中
村
哲
氏
の
『
奴
隷
制
・
農
奴

制
の
理
論
』
（
一
九
七
七
年
）
が
援
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
辛
島
氏
は
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
勢
力
の
軍
事
的
介
入
や
海
外
貿
易
の
飛

躍
的
増
大
に
よ
る
経
済
活
動
の
急
速
な
拡
大
が
、

十
六
世
紀
初
以
来
の
封
建
観
的
発
展
の
方
向
を
阻

害
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
説
明
す
る
。
樋
め
て
問

題
髪
上
的
な
仮
説
で
あ
る
。
し
か
し
南
イ
ン
ド
に

お
け
る
封
建
制
へ
の
移
行
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
ド
の
学
老
の
間
で
も
異
論
が
多
い
。
私
も
以

前
に
、
七
世
紀
の
後
半
（
パ
ッ
、
ラ
ヴ
ァ
朝
後
半
期
）

以
降
、
南
イ
ン
ド
は
中
世
社
会
に
移
行
す
る
と
の

見
通
し
を
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
辛
島
晟
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
仮
説
の
強
引

な
主
張
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
氏

は
イ
ン
ド
亜
大
陵
各
地
の
中
世
国
家
に
つ
い
て
、

実
証
的
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
て
止
ま
な
い
。
十
四
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に

至
る
タ
ミ
ル
地
方
の
刻
文
は
約
二
九
〇
〇
あ
る
と

さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
二
〇
〇
を
越
え
る
露
文
が
現

在
な
お
未
公
刊
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
本
書
は
、

著
者
が
そ
の
よ
う
な
乗
公
刊
刻
文
を
も
数
多
く
活
r

卜
し
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
国
時
代
に

つ
い
て
行
な
っ
た
実
証
的
研
究
の
一
つ
の
見
本
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
書
に
は
、
鮮
明
・
明
解
な
七
葉
の
地
図
と
、

使
用
頻
度
の
高
い
用
語
に
つ
い
て
短
い
解
説
を
加

え
た
用
語
解
説
［
覧
、
そ
れ
に
詳
し
い
文
献
一
覧

と
索
引
と
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
用
語
に
は

す
べ
て
発
音
区
別
符
号
が
付
さ
れ
て
表
記
の
正
確

さ
に
備
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
層
学
術
書
と
し

て
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
三
〇
六
頁
　
一
九
九
二
年
、
σ
⑦
一
露
”

　
　
　
　
　
○
瓢
o
a
d
巳
く
Φ
鼠
蔓
勺
お
。
。
・
。
）

　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
　
治
　
追
手
門
学
院
大
学
敦
授
）

畑
中
敏
之
著

『
「
部
落
史
」
を
問
う
』

　
あ
た
か
も
固
有
の
種
族
で
あ
る
か
の
よ
う
な

「
部
落
罠
」
が
超
歴
史
的
に
存
在
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
だ
か
ら
、
部
落
の
起
源
を
近
世
、
あ
る

い
は
中
世
に
も
と
め
、
部
落
民
の
通
史
と
し
て
の

「
部
落
磐
し
を
え
が
く
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
、

と
す
る
立
場
が
「
『
部
落
史
』
を
問
う
」
と
い
う

題
名
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
従
来
の

「
部
落
史
」
の
枠
組
み
に
対
す
る
う
た
が
い
か
ら

出
発
し
て
お
り
、
学
術
的
な
研
究
と
し
て
以
上
に
、

部
落
問
題
に
と
り
く
む
際
の
運
動
に
展
望
を
あ
た

え
る
指
針
と
し
て
も
、
大
き
な
価
値
を
も
つ
。

　
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
本
書
の
第
一
部
「
『
部

落
史
』
の
再
構
成
し
は
、
著
者
自
身
の
考
え
る
部

落
史
の
枠
組
み
が
の
べ
ら
れ
る
総
論
で
あ
る
。
著

者
は
近
世
の
「
か
わ
た
」
身
分
を
、
轍
を
強
制
さ

れ
、
下
級
行
刑
的
・
下
級
警
察
的
な
「
役
」
を
賦

課
さ
れ
、
さ
ら
に
「
平
人
」
と
の
社
会
的
隔
離
・

上
下
支
配
関
係
が
体
制
的
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
身
分
差
別
を
う
け
て
い
た
存
在
と
と
ら
え
、

こ
の
身
分
差
別
を
、
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
に
よ

っ
て
賎
民
身
分
と
し
て
の
位
置
付
け
を
否
定
さ
れ

た
う
え
で
成
り
た
つ
近
代
の
部
落
差
別
と
は
質
的

に
異
な
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
近
代
の
部

落
問
題
の
起
源
を
近
世
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
も
と
め
る
こ
と
に
反
対
す
る
立
場

が
灘
き
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
著
者
は
近
代
が
身
分

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
社
会
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
祖
の
旧
身
分
、
つ
ま
り
、

ひ
と
の
生
ま
れ
に
よ
っ
て
成
り
た
つ
皇
族
・
華
族

の
よ
う
な
身
分
を
体
制
的
に
容
認
す
る
社
会
と
し

て
近
代
天
皇
糊
下
の
社
会
を
と
ら
え
、
そ
の
よ
う
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介紹

な
状
況
を
漂
因
に
「
生
ま
れ
に
よ
る
差
別
」
と
し

て
の
近
代
の
部
落
問
題
が
発
生
し
た
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
現
代
（
戦
後
）
の
部
落
問
題
は
近
代
の

部
落
問
題
の
残
存
で
あ
り
、
ま
た
、
現
体
制
下
の

社
会
矛
盾
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
す
る
。
走
者
の
主

張
に
よ
れ
ば
、
部
落
史
は
近
代
に
起
点
を
も
つ
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
著
者
の
部
落
問
題
に
対

す
る
現
状
認
識
と
そ
の
解
決
に
向
け
て
の
展
望
と

に
密
［
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

近
代
の
部
落
差
別
は
た
ん
な
る
身
分
差
別
で
は
と

ら
え
ぎ
れ
な
い
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
近
代
日

本
が
大
陸
侵
略
な
ど
に
よ
る
異
民
族
支
配
、
艮
族

排
外
主
義
を
強
め
て
い
く
な
か
で
「
部
落
」
に
対

す
る
骨
斑
族
・
異
種
族
視
も
強
め
ら
れ
、
「
部
落
」

「
部
落
罠
」
と
い
う
種
族
・
昆
族
が
存
在
す
る
か

の
よ
う
な
印
象
が
ひ
ろ
ま
り
、
結
果
と
し
て
部
落

差
別
は
「
種
族
酌
身
分
的
差
別
」
と
表
現
す
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
内
容
を
も
つ
に
い
た
っ
て

存
続
し
て
い
る
。
女
性
差
別
や
民
族
差
鋼
に
お
い

て
は
、
差
別
が
解
消
さ
れ
た
あ
と
で
も
女
性
・
男

性
と
い
う
区
鋼
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
存
在
は

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
部
落
差
別
の
解
消

と
は
「
部
落
」
「
部
落
民
」
と
い
う
他
と
特
別
に

区
別
さ
れ
た
も
の
の
存
在
自
体
を
否
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
た
っ
と
き
、
近
世
（
あ
る

い
は
中
世
）
「
部
落
の
起
源
」
か
ら
「
部
落
」
「
部

落
民
」
の
歴
史
を
た
ど
り
、
固
有
の
通
史
を
え
が

く
よ
う
な
「
部
落
史
」
は
、
「
部
落
民
」
と
い
う

区
別
・
立
場
の
絶
対
化
に
つ
な
が
る
役
割
を
は
た

す
も
の
と
し
て
、
し
り
ぞ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
。

　
第
二
部
「
『
部
落
史
』
を
問
う
」
は
各
論
で
あ

り
、
異
民
族
起
源
説
、
職
業
起
源
説
、
政
治
起
源

説
等
に
つ
い
て
の
批
判
の
な
か
で
、
第
一
部
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
著
者
の
考
え
が
展
開
さ

れ
る
。
江
戸
聖
代
の
支
配
者
が
部
落
を
つ
く
っ
た
、

と
す
る
よ
う
な
単
純
な
政
治
起
源
説
は
研
究
者
の

あ
い
だ
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
教
育
の
場

や
、
行
政
の
た
て
ま
え
と
し
て
は
唯
一
の
正
答
と

し
て
な
か
ば
強
制
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

著
者
は
こ
の
溝
を
う
め
る
作
業
に
真
禦
に
取
り
く

ん
で
い
る
。
こ
の
部
分
を
著
者
は
大
学
で
講
義
し

て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
学
生
の
疑
問
・
批
判
と

著
者
の
返
答
も
あ
わ
せ
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
こ
の
対
話
の

部
分
が
、
読
者
の
理
解
を
も
助
け
て
く
れ
る
。

　
第
三
部
「
身
分
論
と
部
落
問
題
論
」
は
補
論
で

あ
る
。
第
一
章
「
近
世
『
賎
畏
』
身
分
論
の
課
題
」

で
は
、
ま
ず
非
人
を
平
人
と
賎
民
と
の
あ
い
だ
の

中
間
的
な
身
分
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
、
近
世
の

身
分
が
平
人
と
賎
民
と
の
あ
い
だ
で
さ
え
固
定
的

な
も
の
で
は
な
く
、
あ
い
ま
い
さ
を
保
っ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
か
わ
た
」
身
分
に

つ
い
て
も
、
「
社
会
外
の
社
会
」
と
い
う
閉
鎖
的

な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
こ
と
の
ま
ち
が
い
を
指

摘
し
、
目
常
的
に
他
身
分
と
交
流
し
て
い
た
裏
実

に
ひ
か
り
を
あ
て
る
。

　
第
二
章
「
部
落
問
題
論
の
六
〇
年
代
」
は
馬
原

鉄
男
の
仕
事
の
再
検
討
で
あ
る
。
馬
原
の
仕
事
は
、

部
落
問
題
と
貧
困
と
部
落
差
別
と
を
等
式
で
つ
な

い
で
し
ま
い
、
部
落
差
別
を
身
分
的
差
別
と
し
て

と
ら
え
る
視
点
を
欠
い
て
い
た
点
に
限
界
を
も
っ

て
い
た
が
、
部
落
の
貧
困
を
日
本
資
本
主
義
の
構

造
の
な
か
で
分
析
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
部
落

問
題
を
近
代
の
社
会
構
造
か
ら
切
り
は
な
し
て
考

え
よ
う
と
す
る
「
封
建
遺
制
論
」
な
ど
に
対
す
る

批
判
と
し
て
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
貧
困

の
問
題
に
限
ら
れ
な
い
部
落
問
題
を
資
本
主
義
の

問
題
に
限
ら
れ
な
い
社
会
構
造
全
体
か
ら
把
握
す

る
視
点
へ
と
つ
な
が
る
道
を
ひ
ら
い
た
も
の
と
し

て
評
価
で
き
る
、
と
す
る
。

　
本
書
の
全
体
を
と
お
し
て
、
「
部
落
史
」
を
「
部

落
」
の
祖
先
の
歴
史
と
い
う
枠
か
ら
開
放
し
て
わ

た
し
た
ち
の
共
有
財
産
と
し
ょ
う
と
す
る
著
者
の
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姿
勢
に
共
感
を
お
ぼ
え
た
。

　
少
し
だ
け
疑
問
を
の
べ
る
と
、
著
者
は
現
代
の

部
落
問
題
を
近
代
の
部
落
問
題
の
高
津
で
あ
る
と

と
も
に
現
体
庸
愚
の
矛
盾
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、

部
落
問
題
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
現
体
制
の
構
造

的
な
矛
盾
の
具
体
的
な
内
容
が
こ
の
本
で
は
わ
か

り
に
く
か
っ
た
。
ま
た
、
近
代
の
問
題
の
現
代
へ

の
残
り
方
は
、
前
近
代
の
身
分
制
の
問
題
が
近
代

に
残
っ
た
仕
方
と
質
的
に
ど
う
違
う
の
か
、
も
っ

と
く
わ
し
い
説
明
が
ほ
し
か
っ
た
。

　
第
三
部
を
の
ぞ
い
て
「
で
す
・
ま
す
」
調
で
書

か
れ
て
お
り
、
研
究
老
以
外
に
も
読
み
や
す
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
科
の
教
師
な
ど
に
も
ひ

ろ
く
読
ま
れ
れ
ば
い
い
と
お
も
う
。

　
　
　
　
（
B
6
判
　
二
二
三
頁
　
一
九
九
三
年
四
月

　
　
　
　
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
　
一
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
跡
部
　
儒
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

受
贈
図
書

（一

繼
纉
�
N
五
月
㎝
八
日
～

　
　
　
　
一
九
九
二
年
六
月
四
日
）

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）

　
二
六
…
一

ぐ
ん
し
ょ
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
　
五
－
二

三
迩
と
美
術
（
史
　
と
美
術
同
放
会
）
　
六
ニ
ー

　
四

ふ
く
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
福
井
県
立
博
物
館
）

　
一
＝

人
文
科
学
論
集
（
紀
要
）
　
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学

　
部
）
　
三
五

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
　
三
五
七

日
本
文
化
史
概
観
（
帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化

　
史
学
会
）
　
一
六

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想

　
史
学
研
究
室
）
　
二
四

大
谷
大
学
史
学
論
究
（
大
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
）

　
四

日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
日
本
文

　
化
研
究
施
設
）
　
別
巻
二
九

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
　
六

　
九
・
七
〇

麻
臨
史
手
心
（
名
著
出
版
）
　
　
二
〇
1
六

芸
林
（
藝
林
會
）
　
四
一
一
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
　
五
二
九

歴
史
研
究
（
大
阪
府
立
大
学
）
　
三
〇

麻
嶋
史
教
｛
再
弘
醐
焦
納
（
歴
史
教
育
学
会
）
　
　
一
六

歴
史
学
論
集
（
山
梨
大
学
教
育
学
部
史
学
教
室
）

　
一
一
＝

韓
国
文
化
研
究
（
釜
山
大
学
校
韓
国
文
化
研
究
所
）

　
四

震
除
。
ユ
9
9
N
o
器
9
ユ
隔
梓
幻
①
α
q
良
筆
．
（
男
・

　
○
一
α
①
昌
げ
O
信
周
σ
q
＜
O
ユ
ρ
σ
q
三
郎
P
O
げ
O
ゆ
）
　
二
二
六

　
一
一
西
五

文
化
学
年
報
（
闘
志
社
大
学
文
化
学
会
）
　
四
一

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）

Gσ

ﾌ
3
霞
［
（
貝
需
・
ご
＝
の
邸
二
q
o
窟
貞
口
（
匡
還
釜
）
H

こ
べ
る
（
京
都
部
落
史
研
究
所
）
　
一
七
三

ア
ジ
ア
研
究
班
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
六
六

創
立
8
0
周
年
記
念
論
集
　
人
文
研
究
（
小
樽
商
科

　
大
学
）
　
八
三

古
代
文
化
八
古
代
学
協
会
）
　
四
四
r
六

空
中
写
真
判
読
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
景
観
の
分

　
析
乎
法
の
確
立
一
平
成
2
・
3
年
度
一
般
研
究

　
B
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
武
久
義
彦

　
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
地
理
学
教
蜜
）

日
本
に
お
け
る
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
各
分
野
の
モ

　
チ
ー
フ
の
交
流
に
関
す
る
調
査
研
究
一
昭
和
6
3

　
～
平
成
2
年
度
一
般
研
…
究
A
研
究
成
果
報
茂
口
霞

　
（
研
究
代
表
者
関
口
正
之
　
東
京
圏
立
文
化
財

　
研
究
所
）

経
済
経
営
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
・
経
営
学
会
）

　
三
一
－
四

美
術
研
究
（
美
術
研
究
所
〈
東
京
圏
立
文
化
財
研

　
美
術
部
〉
）
　
三
五
　

148 （780）


